
別紙２ 

第１回 再編整備後の九条東小学校 校地活用検討会議 会議要旨 

 

１ 日時 

  令和６年３月15日（金） 20時 00分から20時 45分まで 

 

２ 場所 

  九条東小学校 多目的室 

 

３ 出席者 

  （委員） 

   杉村 委員・䭾野 委員・竹下 委員・石川 委員・服部 委員・田中 委員 

  （学校） 

   大呂 九条東小学校長 

  （教育委員会事務局） 

   三村 西区担当教育次長・村上 西区教育担当部長・玉置 西区教育担当課長 

   ・藤本 西区教育担当課長代理・村上 教育政策課担当係長・池田 教育政策課係員 

 

４ 議題 

(1) 座長、座長職務代理者の氏名について 

(2) 検討会議の位置付け、内容、進め方について 

 

５ 会議資料 

  ・次第 

  ・第１回 再編整備後の九条東小学校校地活用検討会議 

  ・別紙１ 再編整備後の九条東小学校校地活用検討会議メンバー名簿 

・別紙２ 再編整備後の九条東小学校校地活用検討会議開催要綱 

・別紙３ 再編整備後の九条東小学校校地活用検討会議傍聴要領 

・別紙４ 再編整備後の九条東小学校校地活用検討会議取材要領 

 

６ 議事要旨 

 (1) 事務局からの提案・説明 

・座長、座長職務代理者の指名を行い、座長に杉村委員が、座長職務代理者に竹下委員が

就任した。 

・事務局から、検討会議の位置付け及び内容や、検討事項の洗い出しなど進め方について

説明を行った。 

 (2) 委員からの意見等の概要 

  ・地域以外の外部委員にお聞きしたい。どのようなまちづくりをめざされてきたのか。 

⇒（外部委員）まちづくりは、スクラップアンドビルドで建物を壊して新しい街を作るよ

り、その地域の資源であるものを生かしつつ、それをつないでいくというやり方が、私

がこれまでめざすまちづくりだった。 

 小学校の跡地をどう活用していくかというところで、単にいらなくなったからおしまい

ではなく、それをどう生かして住民の方々が納得して、活用できるかという視点を持っ

ている。 
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 小学校の跡地をコミュニティの拠点にするために、その周辺の街も一緒になって育って

いかないとまちづくりはできないと感じている。 

 

・九条東地域も、小学校の跡地は、震災の避難所や九条東だけの地域コミュニティを考え

ているのではなく、できれば西区全体、ただ跡地の用地が小さいので木津川から西側の

住民が集えるようなコミュニティを考えている。そこで初めて周りが賑わう。木津川を

挟んで東側は相当開発されている。委員で話しているのは、木津川から東の住民にも来

てもらい、活性化させていきたい。 

・阪神大震災の時にボランティアに行ったが、今みたいに防災リーダーというのはなかっ

たし、支援物資の倉庫には十分に活用されていない物資が多くあったこともあり、避難

所も大変な状況であった。 

 このような経験もあるので、跡地は防災拠点としてしっかりしたものとし、併せてコミ

ュニティの拠点として九条東地域が大阪市の再編整備のモデルになればいいと考えてい

る。 

 

・共有のため確認したい。そもそもこの会議は、区役所側が地域の意見を承るだけの場な

のか？もう少し進んだ形で、この会議での意見を今後の施策に取り入れてもらえるの

か？具体的に確認させていただきたい。 

 また、この会議の進め方について、筋書き的なものや段取り的なものをイメージ共有

し、この会議を有意義に充実したものにするために示してもらいたい。 

⇒（区役所）跡地の活用は大阪市全体で決定していくが、その案は西区の地域のことであ

るため、西区長がしっかり考える必要がある。 

区役所としては、これを考えていくために九条東地域の方々の意見を聴取しながら進 

めていく必要があると考えている。この場は、西区担当教育次長が最終的な方針を考え

ていくにあたって、委員からの意見を聴取したうえで九条東小学校の跡地の未来をどう

していくかということを考えていくことをめざしたい。 

   今後については、次回の会議以降に令和11年４月の統合から逆算して５～６年間のスケ

ジュールを示していきたい。 

 次年度については、マーケットリサーチを実施するが、予備調査であってそれをもって

方向を決定するということではない。 

 

(3) 西区担当教育次長からの説明 

  ・校地活用については、最終的には市会で決まることになるが、どう起案するかが大事に 

なってくる。起案は区役所で行うが、地域の意見を聴取せずに決めるのは現実的ではな

い。そのため、地域の方々に必要な段階で意見をしっかり聴取し、それを反映しつつ形

を徐々に作り上げていきたい。まずは、区役所がたたき台のような形を作りながら具体

的な意見を聴取し、それをブラッシュアップしていきたい。 

また、今後の流れについては次回以降にラフデザインになると思うが示していきたい。 

・学校再編の議論をする中で、跡地活用は避けては通れない議論になる。これについて 

は、委員からも意見聴取したが、地域の防災拠点とコミュニティ拠点という２つの重要 

な機能は外せないと考えている。 

今後、委員のみなさんからお聞きし、区役所としても考えを固めていきたいのでよろし

くお願いしたい。 


